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お墓とお葬式の話

山田京子の一般質問から山田京子の一般質問から

市民法律相談：生活トラブル等について顧問弁護士が相談に応じます。１回目 30分は無料。要予約、市民ネットワークちば☎043-201-2551 まで。

　７月９日、千葉市議会で子宮頸がんワクチンについて質問した。
　近年、子宮頸がんにかかる若い女性が増えたとのことから、任意接
種そして、この４月からは定期接種となった子宮頸がんワクチン。正
確にはヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチン（サーバリックス・
ガーダシルの２種類）だが、各地で重篤な副反応が多発したため、こ
の６月、厚生労働省からの勧告で積極的勧奨を行わないことになった。
千葉市でも副反応と思われる重篤な症例が１例報告されている。
◆なぜ問題なのか
　・副反応の発生率が高い（別表参照）
　・強い痛み、しびれ、手足の運動麻痺等で学校に行けない例も多い
　・症状が重いのに検査しても異常がみつかりにくく、治療法がない
◆ワクチンの限界
　・このワクチンで前がん病変は予防できるが、子宮頸がんそのもの

を予防する効果はまだ証明されていない
　・がんを起こすHPVの５０～７０％にしかワクチンの効果はない
　・効果の持続期間は未定。今は９年ほどしか確認できていない

◆定期的検診は必須
　・定期的な検診・検査・治療

で子宮頸がんはほぼ100％
治癒できる

　・受診率が低いことが問題。
千葉市の 20 代は 26.9％、
一番多い 40代で 54.3％

◆性教育の重要性
　・性交渉で感染するため、風

疹等のように知らないう
ちにうつるものではない

　・この病気の本質を本人が理
解しなければ、検診の必
要性を自覚できない

以上のことから千葉市に
・これ以上副反応で苦しむ人が出ないよう、市民に対しリスクも含
めた情報提供を急ぐこと

・若い女性でも、忙しい人でも検診を受けやすい体制を作り、受診
率を引き上げること

・年齢に応じた性教育を行って性感染症の危険性を低くすること
・副反応の被害が出た場合には、十分支援すること
を求めた。検診で防げる病気なのに多額の税金を投じてこんな危険
なワクチンを認可した国の審査に疑問を感じる。子どもの健康を願
う親心を裏切ることがないように、国は HPV ワクチンの定期接種
を中止すべきだ。

　市民ネットワークわかばで
は、以前から墓地のありかたに
ついて考えたり、市営霊園など
の見学会を開催してきました。
　7月16日にはセクトシティ
ホール都賀にて、エンディング
プランを考える学習会を開催
しました。

　自分が入院した時や介護が必要になった時どうしてほしいか、
死亡した場合葬式はどうするか、誰に連絡してほしいかなどを、元
気なうちに書き留めておくのが「エンディングノート」です。
　自分がどのように最期を迎えたいか、希望を伝えることはもち
ろん大切ですが、残された家族たちが困らないようにするために
もとても必要なことだと感じました。
　また、「法律で遺産の分配割合が決まっているから」という理由
で遺言を書かない人が多いという話を聞きました。しかし実際は、
遺言がないせいで本来争わなくてもいい人たちの間でいさかいが
起こることもあるそうです。
　いつ最期の時が来るかは誰にもわかりません。自分のためにも
家族のためにも、元気なうちに少しずつ準備しておくことをおす
すめします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （岩﨑明子）

日　時：１０月１８日(金)１０時～１２時
場　所：都賀コミュニティセンター
講　師：・千葉市生活衛生課職員
　　　　・ファイナンシャルプランナー藤井智子さん

市民ネットワークわかば  ０４３－２８４－２３３９
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ワークホームとは昭和61年にスタートした千
葉市独自の事業で、心身に障がいを持つ方々
が、地域で家庭的な雰囲気のもと作業活動、文
化活動、レクレーション活動を行っている場所

副反応
発生率 ワクチンの種類
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サーバリックス

ガーダシル

不活性化ポリオ

ヒブワクチン

インフルエンザ

日本脳炎

４種混合

問合せ先 ちば元気ファンド 検索

～人生の締めくくりを考える～

人生の終わり方を考える人生の終わり方を考える
～エンディングプラン～

若葉 いずみ
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〒264-0006　千葉市若葉区小倉台 6-1159-26
　　　　　　　TEL＆FAX 234-7540

ワーク
ホーム

代表者：龍崎邦雄

１１月末の土曜に
開催予定のフェスティバル

においで下さい。
私たちの陶芸作品も
販売します。

利用者
の声

！

※発生率＝100 万接種あたりの発生数（厚生労働省のHPより）

小児用肺炎
球菌ワクチン


